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創 刊の辞

, 1969年 1月 13Bの字生部封鎖を発端として烹

都大学にも波及し？と全共闘的運動が，大学管理主で

背景とした機動隊の出動によって察主主されて以来．

早や 4年の年月が流れ去った3 今にして壱三点

現在の大学は早急に事決せねば乏ら乏ρ 多イの直撃

念問題をか hえているにもかるわみずーあJるよ Aを

紛争によってはそれら ~＇）問題の経決に何ら0容与三

得られず．た Y容をらに漫吉Lと破壊を引きさし．十L

て権力。介入を招いた芝けであ.，.， tこで事E ....，て~衰を

雛れた一部の人達がよど号乗取りやキんマビ，・事件

を起し，また妙義山中に大量の虐設を7士寸さで護落

したのも，悲惨ではるるが当然の樗結で主毛勺チ：，

周知の仰ぐ学薗紛争f之さ註零きちを現象でる勺？そ 」

かし我が国vut我が直彊有DJ京国があうえ三三；＿， q'i 

かである。とと十数与の間．呂志：：>1，主演；三吉軍事的に

も歴史的にも驚くべき高変。波長を逐戸て来そっと

ころがこD成長ば，拳，池田，佐養三去の勾習を通

じて，政府が独占資本；二奉仕ずることでもセらされ

たものであり，反E言．愛性化し7セ吻イ西空警賓と，加速

度的に進行する公害によって，軍実。主活’Dみ乏ら

ず生命さえも犠牲にすることでもだらされだも3で

あった3 ところでこ0高変経済成長及衰の重要士一

環として提起されてきた文教政策は，安委乏人｛乍担

として大学の急激念膨彊を引き起したたもか注わら

ず．それ椙rc::v予算喬置さえ：士されず．逆に圏家予

算！セ占める教育文化費の比率iま低下しているよラ：ま

ものであったc しかもこδよろ：士三文苦言；三窯批判且つ

不足識に造自室t＂：.大学当主号も，教育内容. ｛：！！＇：：.手本常lj

官干iJ号 1973. L 10 

または運営主義樺等に対し，新しい状勢に対処する為

の何らの改革もして来念か...，t:，，.これらの当然の帰

結として，持に学生！寄の中氏強い不満と不安が蓄積

され，それぅ：嚢ヰ工主義社会の一般的危機意識と結び

つ凡て， 69 c;：＇）紛争を引き起寸基盤と乏ったよう

三吉.r.>il毛：

現在表τ：，空でて．すて＋をC ’＼でて二つC大きな管、

曹、ヨヲ潮流がき手三 e て川る，そl)一つは．？立学に対し

て蝕占資玄に奉仕寸る科字．技術u：）関発と．その担

い手として3 ソ乍りを期待寸る讃流でるり．もう一

つは，大：に対して~長。立場に立って歴史の正し

い前進に寄与ずる役割を窃待する理流である。そし

てそのどちうさコ測に立っても，現在大学の後本的左

改革が必要とぎれてh るz 勿請をの改革の目指すと

ころにZ別でるろうっ従ってもしも今，大学の進むべ

き道をき呉主って？をら（d'.，後世に大い1i:る悔いを残す

ことに念る．つは鳴らかでるるぞ ~iからとそ．我々は

69年の当初， ’現状の不満を盲目的~破護運動(I[

爆発さず’だけのよう：士行為に対して．大き~危倶

:J)；念を表明ぜざるを得：をかったっ一つにはそれが独

占資本三雲せする大学へ3移行を引き起す起爆剤の

役を主義ナ電設住δ為に．また一つには盲g的運動の

破烹が凶っか三フマシズム的念発墨を引き起す危険

性の為に．そして現在その危倶はますます無視し得

7士 会うて寺ぞλ るよう；こ害、われるコ

ところで署長マ会理学までは．今湿の紛争以前から

も，重事費；： ，：：る研究~c:iすする批判等，国民fコ立場

に立つ大字を言書して幾多の努力を積み重ねて来た。

今一変． 69三以後の主：士成果を患い返してみ主う。

先ず 1号に乏字苔E全構成員集会に望号て，現在の理学

部運営i之さ窪ax:員の意志を反映する点に於て十分で

：をいことが主掃され，全脅威員の意志の上tて立った

理学部C示し Aよさ冶を作り上iずる決意が表明された。

同隼3月三〉富島議会でもこっ稽符はま認されたz次い

で向年五月ょ iJ6月にか；すて，前後8＠の教育に関

寸る討議集会設：莞かれ．その成果。上に理学部の新

教育課程が作られて実施されたa 翌 70年3月には

吉治問霊検討委員会の報告’学部運営の現状と問題
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理学部評論 . (o. I 

点及び改革の方向’がまとめられーそれをふまえて

部長より自治問題懇談会を作ることが呼乙向司ずられ，

これはその年の暮に発足したc 少L前後するが，こ

D間．大学援制度検討委員会の努力により． e学位

D申請公よび審査手続i三関する当言。改革について”

がまとめられ. 5月の研究科会議の掌認を得て実施

され．これにとも士って各教室の学位審査手続も霊

備または改革がなされたg i I竿には 2月，部長選

挙手続の改正が乏され＇ 3月；：：三新手続による最:.i[

o部長選挙が実施された。この卒の5月から 6月；：

かけて非常勤職員。問題iてよる暴力的運動もあ 4 た

が，その後，予算配分検討委員会の答申を得て．次

年度の予算配分は新方式によって実施されることに

念った。とのよう 7士一連の改革と並んで．大学管理

法の成立に反対する運動，定員削主主に反対する運動

増員を要求する運動等．代表団を東京i－：派遣して法

府や国会K直接働きかける運動も樗力的K星第され

て来た。乙のよう念一連の改革運動の中で，自治検

報告に基づき．改革委員会と自治懇の協力のもとに

討鈴集会を組織して．その報告の稼に沿うて改革が

実ii{jjされるというルーんが確立されて来た。現在．

自治検報告に指摘されてい乏がら禾だ着手されてい

念い問題としては，評議員。選挙手続．教室人事選

考綾定，学部選営方式等がある。これらの問題も早

急に改革iて着手すべきであろう。

現在，理学部。状管をもう一度主主り返って見る念

らば，いろいろ左意味で必ずしも満足の行イもので

は念いように患われる。かつては文学問題り中，レで

あヲ夫封建的遺制も禾だ完全には払試されてい：士い。

研究者仲間の主主善的価値基準K安住して，才官E乏ヨ長

績のみを競い合う態度はますます助長されてきてい

る。それに加えて．実三化の努力に対する王手－~心，

無理解，あるいは反感や要視のま靖－t"-:,~·~と ，'I云

れ党大学の1茎営はoiかに非常に函難である。しかし

文字はその桑って・♂る使命を遂行する為K，大学構

成員に対し支出来る限りの活動φ自由を保証するべ
ー 、ー

さであり．また穴字構成員vC主ってできる限り自主

釣に運営きれるべきで参る。このようをことを可能

土らしめるもZ)r.t＇我々 が 69年の初震に佐立した

理念，すをわち会構成員の積極的左責任ある参加tて

よる運営以外にはあり得ないと思われる。このよう

士方向に致事跡念人々からも．これK香る見識ある

方習をを我々之さぐことができないったとえ現在ある

置で轡成員。干に13i宣言主力に疑問がある主う左 ζ と

があったとしても，我々の努力はその事を克服する

方向にこそ向けられるべきである。

昨年は史上最低の支持率κまで在った佐藤内閣の

後を受けて田中内閣が出現した。 ζ の内閣は自民党

。名誉回復の為に．再び大がかりを高度成長政策を

打ち出してきている。それに乗って中教審答申の線

に沿った大学改隼も進塁の度を強めつつあるようK

恩われる。このような時．未だ多〈の問題を未解決

のま』かかえている大学が安関とした日々を過して

いる左らば，やがては全〈国民の支持を失念い，権

力の介入のすきを与えることK左ろう。

我々は多大0圏緩を予想しっ、も．ここに理学部

評論の発行を決意したτこれd理学部のすべての構

成員の方々に，あらゆる問題について意見を表明し．

議論を闘わす場を提供すゐも．つであるが，特I'( I). 

大学に於ける教育・研究事、よび運営κ関する理会．

批判，提案． 2）大字問題を検討するK必要走資料

の収集． 3) E民の立場K立つ学問，研究の発表6

等；；.中心。内容に念ることを期待している。問題は

正に山積されている。多〈の人々の積極的協力Kよ

同てこの評論が充実したものに左り．且つ大学が正

しW進路を進むことに貸することができるならば幸

え念ν、e そしてこれら Dことが・一方で；ま全失沼的 ハである3 (T. }I0) 

運動が接強〈生き続けてい〈土壌を｛乍4 ているよう

K思われるし．他方では大学を強占資本氏奉仕する

方向へ改革することにを識的または舞意義的に手そ

かすととに念っている主主にも忌われる勺§.大化さ
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4 ・），

理 学 部の歩み

1967年 O 化学 70周年記念事業反対始まる 6 

月）理院協

68年 0 理学部留置決算公開，本部室置の理学

部還元の公開 (12月、

0 B米科学協力問題（字物J

69年 O 理，助手部会 5項目要求 （1月1

（人事，予算．学位．選挙権等｝…（学生

部封鎖〉

。理学部全車脅威員集会一－•成員自治。

確認 (1月31日〉

0 化学 70周年事業公聴会学 2回（ 2月

7日）

0 S自， S院協：協議会傍養一ー 70周年

事業白紙撤回（ 2月 108) 

「貧困化致策についての協議会声明」

（大学封鎖）

0 入試実行委員会…権威員の協力Kよる

入試実行体制（ 3月）

0 理，助手部会・・・学位制度改革要望 13

月27日）

O学科分属のとりやめ（4月）

0 理学郁教育改革討論集会（4月～ 7月）

8回

O 大学立法反対闘争

0理学部構成員の学内デモ（6月4日）

市民へのアピール，上京国l7月～8月）

O新教科発足，機動隊導入（9月〉

0 理，助手部会，刷渚智］廃止要求（予算，

学位〕 (9月）

70年 O 自治検討委…日報告書

0 自治懇発足 C12月）

0 予算問題公聴会，予算む配分検討委員会

発足（ 12月） t勤手参加）

0学部長選挙手続改革（12月～ 711手3月）

711手 O地鉱人事問題（ I月〉

人事方式の改革要求助手都会．理院

啄

コ芋Z制度（課程博士）の改革(1月）一一

大学院制度検討委

。新方式Kよる学部長選出（3月）

つ評議員選挙手続の改正要求理助手部
, 

－ 一一
コ三主主宰賞一一定員外議員問題（4月～7月）

O増員要求運動一一委員会設置（行政職

参加） 6月～ 8月…上京阪状，実態

莞査活動

。予算配分方式の改革（ 10月）

。乏員外車量員首切り反対（6月～72年3月）

72｛手。矛 2次定員削減の実施（4月）

。増員要求委員会実態調査報告（5月）

→全学，全国への運動展開

。評議員，学部長選挙手続改革要求（9

月～ 12月〉 討論集会（12月18日）

科学者の「罪と罰J
藤永太一郎

一一神はかつて7ダムとイプを楽園より追放したが，

悔ゆるととをきその欲望Kあきれはて，今は地上か

らも遣を主レ~ければ念るまいと考える一一

＜理念の誤まり＞

科学は知るために，技術は試みるためKあり，そ

れがその億人類の進歩と幸福K連念ると考えた文芸

復興以来のいわば純真無垢ともいうべき自然科学の

研究者が. ；まんのこ』数年の聞にすっかりその基盤

としてきたも0を失って了ったといってもよい程，

それ種学術は根本的K理念の改革をぜまられている。

誰しも知っているように，真理を探究する為には

自然に手をワEえねば念ら念い，その反応をもって真

実を知る¢であり．日佐々黙って外から挑めているだ

け一一ぞれとて可視光線の反作用に他念ら念いがー

で解るζ とはもはや残されてい左い。巨大念加速器

ヲコ



理学郎評論 J転 1

を使って素佐子を走らせ，数百万変，数千万度をも

ってプラズマを得ょうとし，はては国費を傾けてま

でして月を見K行ったbする程，真理の探究に大き

念エネルギーを使うよう K念った。まして工学在術，

何が科学を使用して可能であるかを追求する分野－

K歪っ．ては一々引例するまでも念い程巨大老人工を

自然K加えて．その目的を遣しつ〉るる。つまり，

科学も技術も，

自然＋人工＝呂的＋非目的

の式に示すよう K自然K人工を加えて目的の物 t又
は効果〉を獲得しているが，実はその際多〈の非目

的的物質（又は効果）を伴うζ とを永年Kわたって

気付か念かったか又は気付いても軽視してきたので

ある。錯的K言えば科学と技術は目的を透する塁互に

殆んど例外在〈自然を失ない公害を生じるのであっ

た。生じた非目的は自然K還元されるが，その非目

的が質的量的に小さい間は吸収されて了う。ルシャ

テリエの原理K述べられているようK自然、は変化を

好ま念いからζれK抵抗する。公害κbける自浄作

用とか環境容量をどと呼ばれる現象もその一つのあ

らわれである。つい 30年前まで化字者は， 5至理的

Vては兎も角，技術的には殆んど成功してい念かったき

ところが高分子化学が進歩し，多〈の原材料を石油

K求めるに到って非自的を増大し，その増大した非

目的は自然を変貌させ司科学も技術も閉回路κ入っ

て．人類の生存の危硬にまで至って了った。実に明

白左事であるが，研究者が科学や授衡を一つの平奇

として全体。系として捉えてい乏かった事にこの原

因があったのである。註紀の賢者であるマル 7スで

さえ．その経済哲学の中VC:$•いてヨ然の消耗つま D

賓源の溺渇までは考［≪したが・全法王求的念汚染が字

街経済κ及ぼす効果については十分の指摘を念し得

ていないと思われる。

＜方法論の鎮まり＞

自然環境が学問と援術の名Kかいて破慶されつ h

あるのはとのような理念の誤まりにもとづいている

し従ってそ乙からは文誤まった方法論しか出てこ

念い。この事はあらゆる分野にないてそうであるが．

あまりに問題を広げ念い為にも文，きめ細かい議論

をする為にも．筆者の専門の水環境問題κ限って論

ずること．てする。

廃棄物基準の非論理性

濁知のように国の決めた環境基準というものがあ

る。それによると．例えばカドミウムはO.Olppm,

鉛は O,lppm，クロムは0.05ppm以下という事K念

っている。このよう左数値基準は多分毒物試験のよ

う念方法によって決められたに違いない。つまりモ

ルモットに何ppmかの量を与えて何日か何月か経て

異常が念かったとして．その叉 l/10か l/100の量

をもってよしとしたのであろう。或はもっと実用的

にある分析法でとれよりうす〈ては検出がむつかし

いからといって決められた基準値さえあるかもしれ

念い程で参る。従って専門家の間Kさえ異諭がある。

もっと護〈ても大丈夫という人もあるが，今の基準

鐘では危設だという人が多い。ぞれは当然でるる。

1ヶ月大丈夫でも 3ヶ月， 1年あるいは数世代を経

て重大友結果が出てとないとどうして断言できょう。

またモルモ 7 トから人間への推定はーそう危険であ

る。つ主り数世代にわたるさ主体実験を経なければ本

来根拠のるる基調Eは決め得ない筈の値を軽々に決め

ている所に重大な誤まりがあるのである。

後述するように，筆者は人績の将来を思い，河川

湖沼を員毒素して人工汚染した水は一切上水として使

わをいようにしようと提案しているのだが，現状下

止むを得乏いとすれば．規準値は海水組成にとるべ

きであるという主援でるる。それには多〈の理由が

あるが・先ず 1つの事実を指縛してなとう。生物は

約 20意年前に海水中に発生し．やっと 1億年位前

に地上κ出て今日の己卜にまで進化したといわれて

いる。またヒトは出生に努して母の体内の．海水の

組成に近い羊水の中でこの 20億年の進化を 9ヶ月

聞に経過するといわれている。すなわち，これだけ

の試験を経た海水こそ基準として最も信頼するK足

るものであると考えられるが．その値は表 1I'(示す

よう念鐘である。この表からも判るように例えばカ

-~· きウムで0.0 00, 08 ppm という，現在の基準値の

-4-



理学部評 論 必 1

120分の lという厳しさである。鉛で 50分の l' 

クロムで 1200分の lで念ければ念ら念いというの

が自然の啓示である。

然し一方で気楽念事もある。ナトリウム・イオン

は 10,000ppmまでよいという訳であるから，これ

と当量の塩素を組合ぜれば．食塩f.rら26.000ppm

でも差支え念いという事tie~ る。この事実効：'ff..の込

理法の問題と閣連して希望を与えて〈れる。

表 1. 海水の組成 （卯mで表示 1

成 分 存在 量 成 分 存 在 量

極 素 18,980 ン. 0.05 

ナトリウム 10,556 ，ξ1）ウム 0.05 

E高 酸 2.649 モリブデン 0.015 

マグネシウム 1,272 ヒ 素 0.015 

カルシウム 400 アルさニワム 0.01 

カリウム 380 亜 錯 0.005 

重 炭 酸 140 鉄 0.005 

臭 素 65 鋼 0.003 

オミ ウ 接 26 マンガン 0.003 

ストロンチウム 13 鉛 0.002 

ケ イ 素ホ 2 ウ フ ン 0.002 

フ ';I 素 銀 0.000,3 

（以下徴量成分〉 カドさウム 0.000,0ti 

窒 素＊ 0.5 ク ロ L,. 0.000,06 

ルピジウム 0.20 7.K 銀 0.000,03 

リチウム 0.12 金 0.000,001 

ヨ ウ 素 0.05 ラジウム 10岨

ζの表は塩素量が 19,000%。の海水の成分であ

る。主要成分の組成変動は小さいが数量成分．採に

栄養成分い印）は多少変動する。

廃棄物処理の非現実性

現在，国や地方自治体は全〈といってい h位廃棄

物処理を怠っている。何故念らば．下水処理霊場と名

付けられた所では．沈3憂，漉過．毒気，活性汚泥処

理まで，つまり 2次処理と呼ばれるところ迄しかや

っていない？からであるでとの過程ではカドミウムや

水銀はもとよ h PC Bや多＜ .7)石油工業廃棄物は

殆んど除去され念い。生って鉱工業廃棄物は従来失

レ流しのま〉であっ千三レ現在でも基準値の設定の

みで事終れり三しているから，処理責任と公害は一

方的に企業と烹民に押付けているに過ぎ左い。ピワ

湖の総合言発実に筆者らが反対したのもその事なの

であるc詳水処理という美辞の中には尿尿処理しか

行念えf.rV,表実がか〈されている事を知らねばなら

ない。それで三どうするか＝鉱工業汚染水をもとの

河川湖水に復元できるだろうか。 ζの事は将来とも

化学工学的に不可能κ近いといわねば念ら念い。然

し．海水包成K変換するのであれば可能であるとい

う事が筆者の環境保全K取組むためのよりどとろと

念る。それにはまず海塩を原料としてナトリウム・

イオン交換休 fR·Nal と塩素・イオン交換体（ R•

Cl）を作り．葵水をこれらと反応させる。乙れKよ

って殆んどすべての無機毒物はbきかわって，泡化

ナトリウム容核になる。とれを海岸Kかいて海洋水

中にも．どすことにする。 ζの過程は廃棄物が護厚少

量溶渡で参る芭．実現容易であることは，質量作用

則の示すところである＝そこで．次K述べるよう念

環境保全方棄が結論きれるc

将来あるべき水環境保全

ヲミ与の水のみが湖沼にた』えられ文，河川を流れ

ゐ。上水ばそこから採る。人類活動で汚れた水は．

河川湖沼海の蛍K沿って摺った下水溝ですべて捕捉

して別に湾釜まで導き（多分河川湖沼敷を利用すれ

之丞りる｝，そこで油水分離，イオン交換して，海

水組成Vてもどして海に返えす。

この際．汚染源、K対しては毒物の総量（漫度×排

水量j；て？？して下水処理科を徴収するが，その際排

水量の方に重〈・例えば $kj【りーら） ,Vx (x 

> 1）のように．徴収することにすれば，汚水は自

然に漫軍少量と念り，毒物の回収が化学量論的K容

易K念る上；こ．企業は節水する事l'C* .!} .水需要は

激減する。上弐に合いてのはある毒物の護度 Cs

はその海水漫変， Yは排水総量.k_iは毒性と処理の

P
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難易で決まる比例定数である。

＜希望＞

科学者も援衛者も学衡を一つの系として捉える事

念〈， 「群盲各個K象を念でるj式の或いは「大き

い事はい』事だJ式の安易念研究理念に従い，今E

K及んで重大念罰をうけた。そのようま理念の下で

は科学技術が人類K幸福をもたらすものでは念〈議

波冗導かれるKすぎ念い事Kやっと気づいたのであ

る。われわれは科学の原点κ立もどら念ければ？をら

念い。筆者が述べた水環境保全の方策は，突は「天

与のものはその盤大切K使bう」， 「汚したもCは

君lj忙して再生して使会うJ..「汚して了ったら自ら

の責任で処置し，他tr遂惑をかけ乏いようt亡しエう」

といっているのである。 ζれは道義の問題だが，ぞ

れが研究の理念，方法論と一致し老ければ，これか

らの真の学衡には＊P得念いとのである。

＜註＞

ζのようK考えると銭つかの間題,0，提起される。

1）地下から得られる資源は直接利用されている部

分以外は，すべて地上の汚染の負荷を増している。

従って処理Kあたってはζの負荷を増す方向で行

をわれては君主ら老い。地上資源と太渇熱エネルギ

ーの効果的使用，地下資源開発の低滋と保存再利

用左どに差当り集中しなければ念ら念い。

2）工場が梅津に多いのは地理学で教えるように原

料製品の船積みが便利だからだこいうのでは十介

で念い。むしろ最近でほ廃棄初の落解文は浮遅排

出が容易であり，又特にそれを目立た念いでゐれ

るという事に大き念理由がある。

3）例えば「f育費は王後」という 4うを言葉コ：正ご

ように近代技街史を重量したかL ミ貫主-J)多＜ ！）育費

低将来の人類K対する侵略に他~ら念悼む

りとの方策が実現すれば大番E市心中を清水が流れ

るようK念る。来世紀のわが置が＝君主：c教示する

べき文化内容とはζのよう老成果で参ろう。勿論

わが国のみで念〈何処の国も素朴に考えて．この

ようにし念ければ念ら念〈乏る筈であるが．多議，

短小河川，図面環海．といった我留に先ず実現し

得る条件が備わっている。

5.）現在淀川H-Cは平均200トン毎秒の水が流れてい

るが，うち 90トンは保安用水として計算外と走っ

ている。この捨て水が念いと渇水時K汚染が激し

し上水として使用に耐え念くなるからだとされ

ている。この一方で 40トンの水が今後余分K要る

からという理由で．ピワ湖の水位を 3メートル下

庁るという 0である。ま乙とK愚かな事である。

素朴K考えて，水を美し〈ずる事κよって捨て

水を利用する，また希釈や廃棄物運搬に使ってい

る水を節約して水需要を減ずるのが当然ではなか

ろうか。

6) ニ〈「公警は経務成長と背反する」という議論

がある。こ会議論は誤っているかさも念ければ多

ぐの場合怠漫の口実にすき・ない。

例えば干舟 Yが水俣病をなとしたと同じ方式で

ヨ本合成大三工場は信感を合成していたが，水銀

法外へ流レてい念い。また某電器工場では最近カ

ドfウムを棄てないで回収再使用しつ』ブラウン

管を製造するととKしたが，流していた時と原価

計算上軍〈僅かの差しか生じてい念い。つまり廃

棄物は若し処理費が計算K入るζ とが明らかK念

れば多くの場合，乙れを廃棄しない別の生産過程

が考えられるものである。

極端K云えd現在の多〈の生産は目的さえ達す

れば非目的物の生成廃棄は無料だという仮定Kた

っているc 会後は非目的物の生成に毒性K応じた

マイナス0短絡を附して最初の工程を試算する事

に念ろう。

この事；まヨ然詩学の研究の成果の予穏と評価に

当っても例外ではあり得ない。

・・情報処理教育センター”

の設置計画

西尾英之助

46年 5月に文部省「情報処理教育に関する会議」

が「情報処理教育の鍾輿について」中間報告を出し，

京大でも“情報処理教育センター”設置の動きがみ
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られる。この報告は電子計算機利用の普及を呂療と

し，高校合ら大学院にいたる学校教育Lてなける強策

を示すものである。

京大では 48年度概算要求を目指して 47－＝手4耳

K「情報科学セン予ー設立準犠世話人会ーが~ミレ

若干の作業をし穴＝会長は阪倉教委部長で，全委主．

理，工．医，薬、人文研，経研左どっ・ら 1巧三ミ了三

の世話人が出ているz 会は 3部会に今か士L，数三日こ

検討会をひらき．一致教委課程に討する情報処三教

育の位置づけ，てンタ－v設置形態，人員喬皮，今

リキュラム，研究組重量との関係．計算機システ .，；..J

構想ゑどについて議議されたニその誇果一応の案ぉ：

主と主 !J. n年 5月。教義部教室会に議ちれ戸三が．

批判的意見や慎重三舎があり採決己主ら：士かつてc

以上は簡単左経τ墨で毛るが， 2, 3 Zlコメントを

付加える。まず．これは情報処涯教育をヂろノ一般

学生』て与えようとするもδで，当然専門教育とも閣

官手、するし教養課程にとっては非常lて大きを変化を

加えるものである。しかるに教委事内な二び金字的

に広範な議論が行士われず，時議ヨヲ1：も急ぎ返きた

きらいがあるーまた設置の豪）母費が．京大。教膏現場

からというよ ]'.J. 上記会議の報告による置かf芸円二

勿論大学には研究明計算機セ〆担ーがあ.!J.~係ず

る専門教育も行念われていて，よ D一致的念教育の

必要性も指摘されてきた。しかい，そ：D.tう念事手で

法十分とほ云えずー主アミ大学教警全体ミコ平でどう担

えるかといった点については議論が選んでいま；，＂＞.＿.

今からでも議論。轄を恋げるべきで2とろう、

“北白川フォーラム”案内

北白川フォーラム設立委員会
理学部化学教室助手会

小山主主夫

1ヒ自Illフ芳一ラムて何や”． こういう質問を会

までに再三耳にし主した＝我々としても出来得れば

E本語の名前をつけたかった0で十づi，霊ミ主会．懇

談会望手ν、ずれをもち虫しても．ぞれらコ言王室、シ与え

論 )ro: 1 

るイメージ主．我々が行念なうとしているもののそ

れとはぴっえヲし念い様ど f憲じきしたc “北白｝｜｜”

£単に場三；：＿二主著;jで寸刀：， 三与えヶ・・化学教室”とか

‘・理学ま”とでυ：ぜ士二ーで7そ号以‘:t. フzーマリティ

ーから設Lて＇.、こと．言書心を 1号て．かつ積極的K

参加きれ ξですがをるべ、広い号室？かうであってほ

ー山と作 A 芸乃ヲニ耳と －：ぞかうですこ

I I月号勾司に設立達意書を f三りましたが札充

今左部数を弓きし乏かったために．皆様方へのイン

『すーメーン三ンの伝達方：充分で念かった憾があり

主ナ＝き＇.弓土？て 7還Jつ刀口裏先生J;.；；，事業組も学問上の問

撃につ凹て． もっと活動を活濠l'L-tるζ とを考えて

いる1)で．一交を書か念いかと，1-)j",•誘いを受けまし

？で：そこで．還意書の金交を掲げるととは控えさし

て漬きを寸が，主室主を述べ補足的左説明を加えさせ

て頂〈ととにし主ーす。

趣意書にさべられていることば，奇抜念ものでも

念ければ．亘新しいことでもるりません。むしろ素

朴かつ平凡全問題でるると私たちは考えています。

”大学での日常主活をふDかえって見れば，その大

吉E分tiビジネス化している。本来ピジネスであって

法主ら乏い罫分までがき量訟されて来つ』ある様I/CJ感

じる。そして． もっと広f考えれば，自然科学者全

授にかかわる間警として，個々の分野κ設ける技術

....t:.の改良や考墨があるとしても，それが 19世紀や

20世紀均三案。プロセス5延長療をえどってtハるt亡
すき’てといこ一三：全円致、き然霊Fーや世界観の変革Kま

でつ念がる環：士可従性はる b得るだろうか。ァ方で

は． 宮町号L十三¢，つ霊均三1も：そら寸公害，環境彼壊等の

問題i’ごち三雪ELであり得乏？をっている。結局ζれ

らは．それぞれ｛宣到の問題ではあり得を〈て．自然

科学。 7 { ＝’『 fーが巧；らも外からも詩われて

いると考えてLかるべきで：－:t；をいかっ以上述べた僚

左問題は．各言力：口に出寸出さてといは別として，を

たニムマ J ス -Di:§違；土~るにしても，誰しもが感じ

考えられてコる三とであると空ろ τえだ‘問題は，

各分妻子でさミn壬コ識と見識をも 4 一出るとされている

人令が集言うている大学でここ’警む装玄白土問題を
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理学部の重量曇を希って，さまざまの立場から意見

を交委し論議を尽し・進むべき方向を見出すため

。一つの場を受供する意味で，こZコ「理学部評論」

を考刊寸ること足しましたc 義組理支部教宮部会世

話人会がそ3診世話をする意味で編集の責を負うも

3でありますが．この小冊子は，議員組合員に限定

されたものでiまあり吉ぜん，広〈理学部κ関係する

へきに笥かれたも0であり．いろいろな立場からの

幸子稽や助言をいただきたいと考えております。

ニコ小冊手。発刊にあたり．御多忙のところあえ

て事穏を沿著書い致しました藤永先生・並に小山さん

に会干し母しる；千主寸土

記後集

.Iii. 

編

論事F

手直かつ積種的iこ論議し念いでいる．あるV';:tやろ

うとしてもやる場がもう；すうれてロ乏いという二こ

でよま乏し、か＝しえがって，ヴすーマリチ 4ーを詳し，

種々。分妻子。方マヲ：集まってZ凶意見。スベク p号

ム、つもと；ご．耳E萱かつ言自：士曹、主交換。喝を九るこ

とによ弓て，手元々が受身で：z乏しに．三士宮守．三二．

穫。司題に王買って行ぐことが必要で；之主いか＝

郵学芝

．三；ま．以上。療~主言。もとに・・ 3ヒ自 Jli づ T - _,. 

ム” iま5€~~し主しえ＝我々も・こ .J 7 すーラー．：

よって，急：亡霊童オ：明けた b，詩題．つ毒事決が行士’

れえりすること：二子駁してな：；きぜん手プこ：も

フマーラムでO論議を続行て行〈ことによ弔て．三

宮コ問題を考える上でZ;基盤を委供することr：こぞ

れ；三幸いであると考えています＝

教室部会世話人会

1婆 沢 久E雀，中村輝男・事目 j藤利三．

西尾英之駒，理巨岩澄 E差，世良明）

需集責任

京大職員組合理学部支部

だまたま，我々がプ芳一ラムの設立を論議してい

るときに，桜田－eG名著教授が，雑誌．化学」 εき

言語言；二． “化学D奪を乗りかえ ζ う”とwうー交を

掲載きれましたごそこで，先ず.1身近カ・念問題刀・ら

始Cるべきだと円うわ；tで，桜ヨモさ主を話題受供者

としてな招きし，理学豆乙諸教室，工学部．化否＝寒

から約 30名。参寸E者モ等： 1 1月18三9土二三

後三重三宇都大会議室で第一ヨフマーラムを関〈ことが

できましたイそこで：ο義主主：：：..身近と云って三三震

直iτ及び，かつカ司：士担ラジカんを問題にふれ吉 L’t

,7.)で，大変司教的で奉ったというのが終弓だま寺；：.1:e:
哩で参ります。

今後法月iて一隻ぐらwユ頭要Eで，話題Z)震豆一二も

っと冬鈎的念も 3か0:,・tっと＇！： V>領域きで.＇？プ1・

必ずしも自然私字九ずで二念しに，人文字字，三ェモ

科学きでも含Zコて．論議できるように会歪しそい亡

考えています3 夜々は一つのきっかけを作る雰刀を

童文し主したが．各方面より積雪合念~発案を？よそZ

漬き．御協力説る主う事、患いしたU とさ＇.＇.、主す

世話人会教官部会

雄久沢議主代

ー戸ー


